
東大和市議会「市民の声を聴く会」（R5.11.19）において出された意見等 

 

グループディスカッション（総務委員会） 

自治会について 

課題 

・会員数が急激に減少し、半分以下になり、高齢化が進行している。 

・新しい世帯の加入が難しく、収入不足から財政難に直面している。 

・地域コミュニティが弱体化している。 

市への要望 

・補助額の増額要望 

・財政難から抜け出すために市に対して補助額の増額を求めたい。 

・自治会の運営に関する提案 

・市に対して自治会の運営について具体的な検討を呼びかけてほしい。 

人づくりとコミュニティ支援 

・会員の育成が必要で、特に地域デビューを果たした人をサポートするための取り組みが

不足しているのではないか。 

・会社勤めが終わった後の人づくりが必要であり、公民館（社会教育）のような施設での

活動がきっかけとなる。 

まとめ 

・会員減少や財政難への対策として、市による補助増額と自治会の運営における具体的な

検討が必要。 

・人づくりとコミュニティ支援が強調され、地域デビューを果たす人のサポート体制が整

備されるべき。 

 

議会への声 

・市民の声を聴く会において、参加者がわずか９人、出席した議員の数よりも少なかっ

た。市議会が興味を引くものになり、市民が行きたくなるような議会になるためには、

議論の内容や賛否の際に賛成や反対を示すだけでなく、討論や質疑が行われることで

市民の関心と理解が深まるようにしてほしい。 

防災・防犯について 

・総務委員会の主要な話題は防災・防犯でないかと思う。近隣コミュニティの顔の見える

関係を築きながら、どう防災対策をしていくか。自治会同士が情報を交換できる横のつ

ながりを構築してほしい。 

 

  



グループディスカッション（厚生文教委員会） 

・東大和療養センターについて、オープンした当初はよく診てもらえたが、ここ数年

は、東京都からの締め付けがあるのか、一日８名程度の診察に減ってしまった。障が

い者は普通の病院で診てもらうのは厳しいので困っている。 

・物価が高騰しているので、福祉タクシー事業のタクシー券の拡充を求める。 

・ごみ集積所までの運搬が大変なので、玄関先まで回収に来てほしい。 

・集まる場が無く、市のサービスが少ない。 

・引きこもりの相談窓口ができてありがたいが、「そえる」と同じ相談室になると、引

きこもりの最終目標が就労となるのではないかと心配。しっかりと別々の相談体制が

できるように望む。 

・国民健康保険について、毎年値上げでびくびくする。負担が大きい。 

 

グループディスカッション（建設環境委員会） 

・道路の舗装については規格が昔のままの歩道があったりガタガタしている道路がある。 

・街路樹の伐採について 

・東大和市の水質については大丈夫か。 

・地球温暖化防止についてもどうなっているのか。 

 

◎ 東大和市議会「市民の声を聴く会」でいただきました御意見等につきましては、様々な

機会を通じて取り上げるなどして、今後の議会活動に活かせるよう参考にさせていただき

ます。 


